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新入生全員を対象としたオンラインテストの実際

６．CWT による演習の実際

　ここでは，CWT による演習の実際について説明する。
図 16 は，学生がパソコンに向かって，彼の特性を知って
いるコンピュータが自動的に彼向けの問題を出して解いて
いる風景である。途中で解答の解説を見ることができる。
その解説が分からない場合には側にいるピアサポーターが
支援してくれる。それでも納得がいかなければ教員が直接
学生の側で教えるという仕組みである。FPC では，約 100
人の学生を対象に考えているので，ピアサポーターを 20
人雇っている。解析と線形代数の２科目なので合計 40 人
のサポーターということになる。学生から希望を募ったと
ころかなり多くの学生が希望したため 40 人のサポーター
が確保できた。

　この試験は LCT とは異なり，学生向けに異なった問題
が作られる adaptive system となっている。図 17 の最初
の図に，出題のアルゴリズムが書かれている。１問目は，
学生の最近の ability を記憶しておき，そのレベルからラ
ンダムに出題する。２問目は１問目の出来によって強制的
に難易度を変更させた問題を出している。３問目からは，

図 15-3　LCT 受験のプロセス（3）

図 16　CWT による演習の実際

解いた問題から ability を算出し，その結果を用いて最適
な問題のレベルを問題 DB からランダムに選んで出題して
いる。少ない問題数でも ability の推定が可能なのは
Bayes 法を使っているからである。
　CWT には２つのモードがあり，それは学習モードと受
験モードである。学習モードでは問題を解く毎に解説を閲
覧でき，受験モードでは解説は一番最後に閲覧できるよう
になっている。受験後，採点結果がその場でグラフによっ
て示され，これは DB に中に保存され，受験者はいつでも
過去の履歴を振り返ることができる。

７．FPT の試験の実際

　ここでは，FPT の試験の実際について説明する。図18は，
CWT の演習が終わった後で FPT を受験している様子を
示す。問題は CWT と同様に adaptive online testing 形式
となっている。試験問題の範囲は先に述べたとおりである。
図 19 は FPT 画面の様子を示している。

図 17-1　CWT 受験のプロセス（1）

図 17-2　CWT 受験のプロセス（2）
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廣瀬英雄

８．まとめ

　多様な学生を受け入れられるように 2016 年度からは新
しいカリキュラムのもとで開始されたフォローアッププロ
グラム（FP）の実際について述べた。FP が開始され約 4 ヶ
月が終わった今，実に様々で多くの経験を行うことができ
た。数学の授業は他の専門分野で行われているようにスク
リーンを用いた授業の評判がよくない。従ってコンピュー
タを使った試験についてもかなりの抵抗があるのではない
かと思われた。実際議論は多かった。数学教育にオンライ
ンを導入できるかどうかさえ難しく感じていた。しかし，
最終的には数学教育を担当している教員全員が理解してオ
ンライン教材を作ることに努力してきた。ばらばらになり
がちの数学教員がコンピュータを使ったオンライン教育を
契機に一体となって同じ仕事に取り組むことができたとい
うことは実に画期的なことであったと思う。
　システム自体も 1000 人対象の一斉オンラインという大
きなスケールであり，評価法にも現代テスト理論の項目反
応理論（IRT）を採用したことは，大学の取り組みとして
もおそらく日本でも例を見ない新しい取り組みではないか
と思う。今後，この経験を活かして学生にとって更に使い

図 18　FPT 受験の様子

図 19　FPT 受験時の画面と成績閲覧画面

やすいメリットの大きなシステムへと発展していくことを
願っている。
　最後に，このような大規模なシステムを実施することの
機会を与えていただいた広島工業大学に深謝する次第であ
る。
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